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はじめに 

 近年、ウェアラブルコンピューティングを構成するためにセンシングシステムはより重要

になり、高性能化、集積化が進んでいる。本研究では、従来パルスを生成するため基板上に

配置されていたCMOS IC・抵抗・キャパシタを省き、TADとFPGAで動作するデジタル型MIグラ

ジオメータを構成した。TADはオールデジタル構成のため、回路の高度集積化が可能である。 

実験方法 

 TADによって構築したMIセンサをヘルム

ホルツコイル(直径40cm)に配置し、0.25μ

Tから6.7μTの直流磁界を印加した場合の

直流磁界感度を測定する。直流磁界感度が

同程度の一組のMIセンサを用いてグラジオ

メータを構成する。 

実験結果 

  Fig.1はTADによって構成したグラジオ

メータの原理図である。FPGAはTAD

とMIセンサのパルスを生成し、MIセ

ンサの出力は直接TADに入力され、

TADがセンサの出力をAD変換して、

信号をFAGAへ送信する。 

Fig.2はMIセンサおよびグラジ

オメータの出力である。(a)はセン

サをヘルムホルツコイルに置き、

同じ直流磁界を測定した。(b)はセ

ンサ1とセンサ2の出力の差分を示

す。差分出力が一様磁界に対して

変化しないようにデジタル補正を

行った後、勾配磁界検出特性を評価

する予定である。 
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Fig.1 Schematics of the MI sensor systems. 
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Fig.2 Results of the TAD output. 
磁場[μT] （b） 

 

0

20000

40000

60000

80000

100000

0 . 2 5 1 . 1 2 . 4 5 3 . 9 1 5 . 2 9 6 . 7

D
IF

FE
R

EN
C

E[
LS

B
]

磁場[μT] （a） 

 

センサ 1 

センサ 2 

グラジオメータ 

6aB  10

 88 


